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日
記
を
毎
日
つ
け
始
め
た
の
は
、
六
十
歳
定
年
で
会
社
か
ら
大
学
へ
移
っ
て
二
年
目
の
新
年
（
西

暦

2000

年
）
か
ら
で
あ
る
。
「
マ
イ
ブ
ッ
ク
」
と
い
う
一
年
分
の
日
付
の
み
が
記
載
さ
れ
た
新
潮

文
庫
を
用
い
て
き
た
。
現
在
は
そ
の
二
十
七
冊
目
を
使
っ
て
い
る
。
た
だ
過
年
度
の
日
記
は
時
た
ま

頁
を
め
く
る
こ
と
は
有
っ
た
が
、
し
っ
か
り
読
み
返
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
無
為
に
私
と

共
に
棺
桶
行
き
か
と
思
う
と
不
憫
に
思
え
て
き
た
。
せ
め
て
書
い
た
本
人
ぐ
ら
い
は
最
初
か
ら
丁
寧

に
読
み
返
し
て
上
げ
よ
う
と
い
う
気
に
な
る
。 

Excel

表
に
年
月
日
と
文
中
に
出
て
く
る
場
所
、
人
名
、
事
柄
名
を
メ
モ
し
な
が
ら
、
約
二
時
間

で
一
月
分
を
こ
な
す
ペ
ー
ス
で
進
め
て
い
く
。 

忘
却
の
彼
方
に
消
え
て
い
た
人
達
の
名
前
と
顔
や
訪
問
先
の
光
景
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
時
事
批
評
や

日
常
に
お
け
る
喜
怒
哀
楽
の
記
載
も
生
々
し
い
。
現
在
の
立
場
で
過
去
を
振
り
返
り
な
が
ら
書
く
自

分
史
と
は
違
い
、
日
記
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
私
小
説
に
近
い
。
一
市
井
人
の
平
凡
な
ス
ト
リ
ー

で
も
、
結
末
を
知
っ
て
読
む
点
で
は
歴
史
物
や
伝
記
物
に
似
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。 

現
在
読
ん
で
い
る
箇
所
は
未
だ
技
術
者
倫
理
の
指
導
や
超
小
型
タ
ー
ビ
ン
の
研
究
に
明
け
暮
れ
て

い
た
大
学
勤
務
の
日
々
で
あ
る
。
こ
の
後
に
は
徒
歩
巡
礼
、
ル
ー
ツ
探
し
、
妻
の
子
育
て
支
援
活
動
、

外
国
技
術
者
指
導
、
孫
の
保
育
園
迎
え
、
被
爆
証
言
の
地
球
一
周
船
旅
、
自
身
の
心
臓
病
、
原
発
事

故
、
妻
の
癌
、
企
業

OB

ペ
ン
ク
ラ
ブ
で
の
エ
ッ
セ
イ
執
筆
、
都
心
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
し
、
奥
の

細
道
歩
き
旅
、
山
荘
生
活
、
農
作
業
、
要
介
護
の
妻
に
代
る
主
夫
業
と
続
く
。
た
だ
昨
今
は
書
く
事

柄
も
減
り
、
三
食
に
何
を
作
り
、
旨
か
っ
た
と
か
不
味
か
っ
た
と
い
う
記
載
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
。 

往
時
の
日
記
を
読
み
返
し
始
め
る
と
、
よ
く
こ
れ
ほ
ど
慌
し
く
動
き
回
れ
た
な
と
我
な
が
ら
驚
く
。

今
日
か
ら
の
日
記
に
は
往
時
の
行
動
や
思
考
に
対
す
る
現
時
点
で
の
思
い
も
書
き
加
え
て
み
よ
う
か

な
。
今
は
怠
惰
と
諦
観
、
忘
却
に
苛
ま
れ
て
い
る
が
、
少
し
は
自
身
を
鼓
舞
で
き
る
か
も
知
れ
ぬ
。 

こ
の
日
記
を
読
み
き
る
に
は
最
短
で
も
今
年
一
杯
は
掛
る
。
只
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
四
半
世
紀
に

及
ぶ
二
度
目
の
繰
返
し
老
後
体
験
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。 


